
市販イムノアッセイキットによる、
茶生産の重要管理点（農薬残留）モニタリング

イムノアッセイ法による、茶生産における重要管理点（残留農薬）のモニタ
リング手法を確立するため 市販のイムノアッセイキット アセタミプリド 商、 ［ （
品名：モスピラン、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ等対象 、クロルフェナピル（商品名：コテ）
ツ、ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ・ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ等対象 、イプロジオン（商品名：ロブラール、）
灰色かび病等対象 、クロロタロニル（商品名：ダコニール、炭疽病等対象 ］） ）
４種類で検討しまた。１回に５検体程の残留農薬モニタリングであれば、圃場
から生葉を採取し、荒茶加工前の３時間で分析結果を出せます。
荒茶加工前の生葉により荒茶中の最大残留農薬値を推定でき、イムノアッセ

イ法による、茶生産の重要管理点（残留農薬）のモニタリングが可能です。

生葉の分析値による荒茶中残留農薬（ピラクロホスの例）濃度推定

イムノアッセイ法によ

る残留農薬（クロロフェナ

ピルの例）モニタリングに

要する時間

（農林総合研究センタ－ 農産物安全性担当 TEL 0480-21-2091）

生葉を採取 少なくとも、１圃場につき５ヶ所から試料採取

イムノで分析
ピラクロホス（５点分析）の例
最小値：0.007ppm～最大値0.022ppm

分析値×５ 分析値を５倍し、荒茶へ加工後の濃度を推定

荒茶中の濃度推定
最小値：0.04ppm～最大値0.11ppm
荒茶中のピラクロホス残留は、0.11ppm以下と推定

（加工後の荒茶中ピラクロホスの実測値は、0.09ppmであった。）

合計 188

１ 試料採取

２ 試料前処理
(1)磨砕均質化
(2)秤量
(3)器具（ﾐｷｻｰ）洗浄

３ 振とう抽出

４ 抽出液ろ過

５ ろ液希釈

６ イムノキット操作
(1)試験管へ分注・混合
(2)ウエルへ分注・反応
(3)洗浄－発色－測定

分


